
政
令
第

号

宅
地
造
成
等
規
制
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
に
関
す
る
政
令

内
閣
は
、
宅
地
造
成
等
規
制
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
四
年
法
律
第
五
十
五
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
及
び
関
係
法

律
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

（
宅
地
造
成
等
規
制
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
一
条

宅
地
造
成
等
規
制
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
七
年
政
令
第
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

宅
地
造
成
及
び
特
定
盛
土
等
規
制
法
施
行
令

目
次
中
「
第
三
条
」
を
「
第
四
条
」
に
、
「
宅
地
造
成
に
関
す
る
工
事
の
技
術
的
基
準
（
第
四
条

第
十
五
条
）
」
を

│

「
宅
地
造
成
等
工
事
規
制
区
域
内
に
お
け
る
宅
地
造
成
等
に
関
す
る
工
事
の
規
制
（
第
五
条

第
二
十
六
条
）
」
に
、
「
設

│

計
者
及
び
届
出
を
要
す
る
工
事
（
第
十
六
条

第
十
八
条
）
」
を
「
特
定
盛
土
等
規
制
区
域
内
に
お
け
る
特
定
盛
土
等
又
は

│

土
石
の
堆
積
に
関
す
る
工
事
の
規
制
（
第
二
十
七
条

第
三
十
四
条
）
」
に
、
「
第
十
九
条
」
を
「
第
三
十
五
条
」
に
、

│

「
第
二
十
条

第
二
十
四
条
」
を
「
第
三
十
六
条

第
四
十
一
条
」
に
改
め
る
。

│

│



第
一
条
第
一
項
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
崖
」
を
「
崖
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
一
項
と
し
、
同
条
第
三
項
中
「
勾

が

け

こ

う

配
」
を
「
勾
配
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同
条
第
四
項
中
「
小
段
等
」
を
「
小
段
そ
の
他
の
崖
以
外
の
土

地
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
五
項
を
同
条
第
四
項
と
す
る
。

第
二
条
中
「
宅
地
造
成
等
規
制
法
（
」
を
「
宅
地
造
成
及
び
特
定
盛
土
等
規
制
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
百
九
十
一

号
。
」
に
、
「
飛
行
場
」
を
「
漁
港
施
設
、
飛
行
場
」
に
、
「
及
び
鉄
道
」
を
「
、
鉄
道
」
に
、
「
並
び
に
」
を
「
そ
の
他

こ
れ
ら
に
準
ず
る
施
設
で
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
及
び
」
に
、
「
国
土
交
通
省
令
」
を
「
主
務
省
令
」
に
改
め
る
。

第
三
条
の
見
出
し
を
「
（
宅
地
造
成
及
び
特
定
盛
土
等
）
」
に
改
め
、
同
条
中
「
第
二
条
第
二
号
」
の
下
に
「
及
び
第
三

号
」
を
加
え
、
同
条
第
一
号
中
「
切
土
」
を
「
盛
土
」
に
、
「
二
メ
ー
ト
ル
」
を
「
一
メ
ー
ト
ル
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号

中
「
盛
土
」
を
「
切
土
」
に
、
「
一
メ
ー
ト
ル
」
を
「
二
メ
ー
ト
ル
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
「
切
土
と
盛
土
」
を
「
盛

土
と
切
土
」
に
、
「
お
け
る
盛
土
で
あ
つ
て
、
当
該
盛
土
を
し
た
土
地
の
部
分
に
高
さ
が
一
メ
ー
ト
ル
以
下
の
崖
を
生
じ
、

か
つ
」
を
「
お
い
て
」
に
、
「
切
土
及
び
盛
土
」
を
「
盛
土
及
び
切
土
」
に
、
「
も
の
」
を
「
と
き
に
お
け
る
当
該
盛
土
及

び
切
土
（
前
二
号
に
該
当
す
る
盛
土
又
は
切
土
を
除
く
。
）
」
に
改
め
、
同
条
第
四
号
中
「
前
三
号
」
を
「
前
各
号
」
に
、

「
切
土
又
は
盛
土
」
を
「
盛
土
又
は
切
土
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
五
号
と
し
、
同
条
第
三
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え



る
。四

第
一
号
又
は
前
号
に
該
当
し
な
い
盛
土
で
あ
つ
て
、
高
さ
が
二
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
も
の

第
二
十
四
条
（
見
出
し
を
含
む
。
）
中
「
国
土
交
通
省
令
」
を
「
主
務
省
令
」
に
改
め
、
同
条
を
第
四
十
一
条
と
す
る
。

第
二
十
三
条
中
「
国
土
交
通
大
臣
」
を
「
主
務
大
臣
」
に
、
「
国
土
交
通
省
令
」
を
「
主
務
省
令
」
に
、
「
地
方
整
備
局

長
又
は
北
海
道
開
発
局
長
」
を
「
地
方
支
分
部
局
の
長
」
に
改
め
、
同
条
を
第
四
十
条
と
す
る
。

第
二
十
二
条
中
「
第
十
九
条
」
を
「
第
二
十
五
条
（
法
第
四
十
八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
又
は
第
四
十

四
条
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号
中
「
宅
地
」
を
「
土
地
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
擁
壁
」
の
下
に
「
、
崖
面
崩
壊
防
止

施
設
」
を
加
え
、
同
条
第
三
号
中
「
宅
地
」
を
「
土
地
」
に
改
め
、
同
条
を
第
三
十
九
条
と
す
る
。

第
二
十
一
条
中
「
第
十
四
条
第
五
項
（
法
第
十
七
条
第
三
項
及
び
第
二
十
二
条
第
三
項
」
を
「
第
二
十
条
第
五
項
（
法
第

二
十
三
条
第
三
項
及
び
第
四
十
七
条
第
三
項
」
に
改
め
、
「
含
む
。
）
」
の
下
に
「
又
は
第
三
十
九
条
第
五
項
（
法
第
四
十

二
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
を
加
え
、
「
宅
地
」
を
「
土
地
」
に
改
め
、
同
条
を
第
三
十
八
条
と

す
る
。

第
二
十
条
中
「
第
七
条
第
三
項
（
法
第
二
十
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
を
「
第
八
条
第
三
項
」



に
改
め
、
「
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号
）
」
を
削
り
、
「
国
土
交
通
省
令
」
を
「
主
務
省
令
」
に
改
め
、
同
条

を
第
三
十
六
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
緊
急
時
の
指
示
）

第
三
十
七
条

法
第
五
十
一
条
の
政
令
で
定
め
る
事
務
は
、
法
第
十
条
第
一
項
、
第
二
項
及
び
第
四
項
、
第
二
十
二
条
第
二

項
、
第
二
十
六
条
第
一
項
、
第
二
項
及
び
第
四
項
並
び
に
第
四
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
が
行
う
事

務
と
す
る
。

第
十
九
条
第
一
項
中
「
第
二
十
条
第
一
項
」
を
「
第
四
十
五
条
第
一
項
」
に
、
「
宅
地
造
成
工
事
規
制
区
域
」
を
「
宅
地

造
成
等
工
事
規
制
区
域
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
切
土
又
は
盛
土
」
を
「
盛
土
又
は
切
土
」
に
、
「
宅
地
造
成
」
を

「
宅
地
造
成
又
は
特
定
盛
土
等
（
宅
地
に
お
い
て
行
う
も
の
に
限
る
。
）
」
に
改
め
、
第
四
章
中
同
条
を
第
三
十
五
条
と
す

る
。第

三
章
の
章
名
を
削
る
。

第
十
八
条
中
「
第
十
五
条
第
二
項
」
を
「
第
二
十
一
条
第
三
項
」
に
、
「
高
さ
が
二
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
擁
壁
」
を
「
擁

壁
若
し
く
は
崖
面
崩
壊
防
止
施
設
で
高
さ
が
二
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
も
の
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。



２

前
項
の
崖
面
崩
壊
防
止
施
設
の
高
さ
は
、
崖
面
崩
壊
防
止
施
設
の
前
面
の
上
端
と
下
端
（
当
該
前
面
の
下
部
が
地
盤
面

と
接
す
る
部
分
を
い
う
。
）
と
の
垂
直
距
離
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

第
十
八
条
を
第
二
十
六
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
一
章
を
加
え
る
。

第
三
章

特
定
盛
土
等
規
制
区
域
内
に
お
け
る
特
定
盛
土
等
又
は
土
石
の
堆
積
に
関
す
る
工
事
の
規
制

（
特
定
盛
土
等
又
は
土
石
の
堆
積
に
伴
う
災
害
の
発
生
の
お
そ
れ
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
工
事
）

第
二
十
七
条

法
第
二
十
七
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
政
令
で
定
め
る
工
事
は
、
第
五
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す

る
。

（
許
可
を
要
す
る
特
定
盛
土
等
又
は
土
石
の
堆
積
の
規
模
）

第
二
十
八
条

法
第
三
十
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
規
模
の
特
定
盛
土
等
は
、
第
二
十
三
条
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す

る
。

２

法
第
三
十
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
規
模
の
土
石
の
堆
積
は
、
第
二
十
五
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

（
特
定
盛
土
等
又
は
土
石
の
堆
積
に
伴
う
災
害
の
発
生
の
お
そ
れ
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
工
事
等
）

第
二
十
九
条

法
第
三
十
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
政
令
で
定
め
る
工
事
は
、
第
五
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。



２

法
第
三
十
条
第
二
項
第
四
号
（
法
第
三
十
五
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
政
令
で
定
め
る
事
業

は
、
第
五
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

（
特
定
盛
土
等
又
は
土
石
の
堆
積
に
関
す
る
工
事
の
技
術
的
基
準
）

第
三
十
条

法
第
三
十
一
条
第
一
項
（
法
第
三
十
五
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同

じ
。
）
の
政
令
で
定
め
る
特
定
盛
土
等
に
関
す
る
工
事
の
技
術
的
基
準
に
つ
い
て
は
、
第
七
条
か
ら
第
十
七
条
ま
で
及
び

第
二
十
条
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
三
条
中
「
第
十
二
条
第
一
項
又
は
第
十
六
条
第
一
項
」
と

あ
る
の
は
「
第
三
十
条
第
一
項
又
は
第
三
十
五
条
第
一
項
」
と
、
第
十
五
条
第
二
項
第
二
号
中
「
地
表
面
」
と
あ
る
の
は

「
地
表
面
及
び
農
地
等
（
法
第
二
条
第
一
号
に
規
定
す
る
農
地
等
を
い
う
。
）
に
お
け
る
植
物
の
生
育
が
確
保
さ
れ
る
部

分
の
地
表
面
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

２

法
第
三
十
一
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
土
石
の
堆
積
に
関
す
る
工
事
の
技
術
的
基
準
に
つ
い
て
は
、
第
十
九
条
及
び

第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。

（
資
格
を
有
す
る
者
の
設
計
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
措
置
等
）

第
三
十
一
条

法
第
三
十
一
条
第
二
項
（
法
第
三
十
五
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同



じ
。
）
の
政
令
で
定
め
る
措
置
は
、
第
二
十
一
条
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

２

法
第
三
十
一
条
第
二
項
の
政
令
で
定
め
る
資
格
は
、
第
二
十
二
条
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

（
中
間
検
査
を
要
す
る
特
定
盛
土
等
の
規
模
等
）

第
三
十
二
条

法
第
三
十
七
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
規
模
の
特
定
盛
土
等
は
、
第
二
十
三
条
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す

る
。

２

法
第
三
十
七
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
工
程
は
、
第
二
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
工
程
と
す
る
。

３

前
項
に
規
定
す
る
工
程
に
係
る
法
第
三
十
七
条
第
三
項
の
政
令
で
定
め
る
工
程
は
、
第
二
十
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る

工
程
と
す
る
。

（
定
期
の
報
告
を
要
す
る
特
定
盛
土
等
又
は
土
石
の
堆
積
の
規
模
）

第
三
十
三
条

法
第
三
十
八
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
規
模
の
特
定
盛
土
等
は
、
第
二
十
三
条
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す

る
。

２

法
第
三
十
八
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
規
模
の
土
石
の
堆
積
は
、
第
二
十
五
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す

る
。



（
届
出
を
要
す
る
工
事
）

第
三
十
四
条

法
第
四
十
条
第
三
項
の
政
令
で
定
め
る
工
事
は
、
第
二
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
工
事
と
す
る
。
こ
の
場

合
に
お
い
て
は
、
同
条
第
二
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。

第
十
七
条
中
「
第
九
条
第
二
項
」
を
「
第
十
三
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
第
五
号
中
「
国
土
交
通
大
臣
」
を
「
主
務
大

臣
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
二
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
三
条
を
加
え
る
。

（
中
間
検
査
を
要
す
る
宅
地
造
成
又
は
特
定
盛
土
等
の
規
模
）

第
二
十
三
条

法
第
十
八
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
規
模
の
宅
地
造
成
又
は
特
定
盛
土
等
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す

る
。

一

盛
土
で
あ
つ
て
、
当
該
盛
土
を
し
た
土
地
の
部
分
に
高
さ
が
二
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
崖
を
生
ず
る
こ
と
と
な
る
も
の

二

切
土
で
あ
つ
て
、
当
該
切
土
を
し
た
土
地
の
部
分
に
高
さ
が
五
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
崖
を
生
ず
る
こ
と
と
な
る
も
の

三

盛
土
と
切
土
と
を
同
時
に
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
盛
土
及
び
切
土
を
し
た
土
地
の
部
分
に
高
さ
が
五
メ
ー
ト
ル

を
超
え
る
崖
を
生
ず
る
こ
と
と
な
る
と
き
に
お
け
る
当
該
盛
土
及
び
切
土
（
前
二
号
に
該
当
す
る
盛
土
又
は
切
土
を
除

く
。
）



四

第
一
号
又
は
前
号
に
該
当
し
な
い
盛
土
で
あ
つ
て
、
高
さ
が
五
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
も
の

五

前
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
盛
土
又
は
切
土
で
あ
つ
て
、
当
該
盛
土
又
は
切
土
を
す
る
土
地
の
面
積
が
三
千

平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
も
の

（
特
定
工
程
等
）

第
二
十
四
条

法
第
十
八
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
工
程
は
、
盛
土
を
す
る
前
の
地
盤
面
又
は
切
土
を
し
た
後
の
地
盤
面

に
排
水
施
設
を
設
置
す
る
工
事
の
工
程
と
す
る
。

２

前
項
に
規
定
す
る
工
程
に
係
る
法
第
十
八
条
第
三
項
の
政
令
で
定
め
る
工
程
は
、
前
項
に
規
定
す
る
排
水
施
設
の
周
囲

を
砕
石
そ
の
他
の
資
材
で
埋
め
る
工
事
の
工
程
と
す
る
。

（
定
期
の
報
告
を
要
す
る
宅
地
造
成
等
の
規
模
）

第
二
十
五
条

法
第
十
九
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
規
模
の
宅
地
造
成
又
は
特
定
盛
土
等
は
、
第
二
十
三
条
各
号
に
掲
げ

る
も
の
と
す
る
。

２

法
第
十
九
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
規
模
の
土
石
の
堆
積
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

高
さ
が
五
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
土
石
の
堆
積
で
あ
つ
て
、
当
該
土
石
の
堆
積
を
行
う
土
地
の
面
積
が
千
五
百
平
方



メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
も
の

二

前
号
に
該
当
し
な
い
土
石
の
堆
積
で
あ
つ
て
、
当
該
土
石
の
堆
積
を
行
う
土
地
の
面
積
が
三
千
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超

え
る
も
の

第
十
六
条
中
「
第
九
条
第
二
項
（
法
第
十
二
条
第
三
項
」
を
「
第
十
三
条
第
二
項
（
法
第
十
六
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同

条
第
二
号
中
「
切
土
又
は
盛
土
」
を
「
盛
土
又
は
切
土
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
一
条
と
す
る
。

第
十
五
条
第
一
項
中
「
第
二
十
二
条
」
を
「
第
三
十
九
条
」
に
、
「
第
六
条
」
を
「
第
八
条
」
に
、
「
擁
壁
」
を
「
擁
壁

又
は
第
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
崖
面
崩
壊
防
止
施
設
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
こ
の
章
の
」
を
「
第
七
条
か
ら
前
条
ま

で
の
」
に
、
「
宅
地
造
成
」
を
「
宅
地
造
成
、
特
定
盛
土
等
又
は
土
石
の
堆
積
」
に
、
「
こ
の
章
に
」
を
「
こ
れ
ら
の
規
定

に
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
条
と
す
る
。

第
十
四
条
中
「
第
六
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
七
条
か
ら
第
十
条
ま
で
」
を
「
第
八
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
九
条
か
ら

第
十
二
条
ま
で
」
に
、
「
規
定
は
」
を
「
規
定
は
、
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
七
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え

る
。（

特
定
盛
土
等
に
関
す
る
工
事
の
技
術
的
基
準
）



第
十
八
条

法
第
十
三
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
特
定
盛
土
等
に
関
す
る
工
事
の
技
術
的
基
準
に
つ
い
て
は
、
第
七
条
か

ら
前
条
ま
で
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
五
条
第
二
項
第
二
号
中
「
地
表
面
」
と
あ
る
の
は
、

「
地
表
面
及
び
農
地
等
（
法
第
二
条
第
一
号
に
規
定
す
る
農
地
等
を
い
う
。
）
に
お
け
る
植
物
の
生
育
が
確
保
さ
れ
る
部

分
の
地
表
面
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
土
石
の
堆
積
に
関
す
る
工
事
の
技
術
的
基
準
）

第
十
九
条

法
第
十
三
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
土
石
の
堆
積
に
関
す
る
工
事
の
技
術
的
基
準
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と

す
る
。

一

堆
積
し
た
土
石
の
崩
壊
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
と
し
て
主
務
省
令
で
定
め
る
措
置
を
講
ず
る
場
合
を
除

き
、
土
石
の
堆
積
は
、
勾
配
が
十
分
の
一
以
下
で
あ
る
土
地
に
お
い
て
行
う
こ
と
。

二

土
石
の
堆
積
を
行
う
こ
と
に
よ
つ
て
、
地
表
水
等
に
よ
る
地
盤
の
緩
み
、
沈
下
、
崩
壊
又
は
滑
り
が
生
ず
る
お
そ
れ

が
あ
る
と
き
は
、
土
石
の
堆
積
を
行
う
土
地
に
つ
い
て
地
盤
の
改
良
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

三

堆
積
し
た
土
石
の
周
囲
に
、
次
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
イ
又
は
ロ
に
定
め
る
空
地

（
勾
配
が
十
分
の
一
以
下
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
を
設
け
る
こ
と
。



イ

堆
積
す
る
土
石
の
高
さ
が
五
メ
ー
ト
ル
以
下
で
あ
る
場
合

当
該
高
さ
を
超
え
る
幅
の
空
地

ロ

堆
積
す
る
土
石
の
高
さ
が
五
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
場
合

当
該
高
さ
の
二
倍
を
超
え
る
幅
の
空
地

四

堆
積
し
た
土
石
の
周
囲
に
は
、
主
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
柵
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
も
の
を
設
け
る
こ

と
。

五

雨
水
そ
の
他
の
地
表
水
に
よ
り
堆
積
し
た
土
石
の
崩
壊
が
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
地
表
水
を
有
効
に

排
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
堆
積
し
た
土
石
の
周
囲
に
側
溝
を
設
置
す
る
こ
と
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る

こ
と
。

２

前
項
第
三
号
及
び
第
四
号
の
規
定
は
、
堆
積
し
た
土
石
の
周
囲
に
そ
の
高
さ
を
超
え
る
鋼
矢
板
を
設
置
す
る
こ
と
そ
の

他
の
堆
積
し
た
土
石
の
崩
壊
に
伴
う
土
砂
の
流
出
を
有
効
に
防
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
て
主
務
省
令
で
定
め
る

措
置
を
講
ず
る
場
合
に
は
、
適
用
し
な
い
。

第
十
三
条
中
「
第
九
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
」
を
「
第
十
三
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
宅
地
造
成
に
関
す
る
工
事

の
」
に
、
「
切
土
又
は
盛
土
」
を
「
盛
土
又
は
切
土
」
に
、
「
で
き
る
よ
う
に
」
を
「
で
き
る
よ
う
」
に
改
め
、
同
条
第
五

号
中
「
ふ
た
」
を
「
蓋
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。



２

前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
同
項
の
技
術
的
基
準
は
、
盛
土
を
す
る
場
合
に
お
い
て
、
盛
土
を
す
る
前
の
地
盤
面
か

ら
盛
土
の
内
部
に
地
下
水
が
浸
入
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
地
下
水
を
排
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
当
該

地
盤
面
に
排
水
施
設
で
同
項
各
号
（
第
二
号
た
だ
し
書
及
び
第
四
号
を
除
く
。
）
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
を
設
置

す
る
こ
と
と
す
る
。

第
十
三
条
を
第
十
六
条
と
す
る
。

第
十
二
条
の
見
出
し
中
「
崖
面
」
の
下
に
「
及
び
そ
の
他
の
地
表
面
」
を
加
え
、
同
条
中
「
第
九
条
第
一
項
の
政
令
で
定

め
る
」
を
「
第
十
三
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
宅
地
造
成
に
関
す
る
工
事
の
」
に
、
「
切
土
又
は
盛
土
」
を
「
盛
土
又
は

切
土
」
に
、
「
擁
壁
」
を
「
擁
壁
又
は
崖
面
崩
壊
防
止
施
設
」
に
、
「
保
護
さ
れ
る
よ
う
に
」
を
「
保
護
さ
れ
る
よ
う
」
に

改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

法
第
十
三
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
宅
地
造
成
に
関
す
る
工
事
の
技
術
的
基
準
の
う
ち
盛
土
又
は
切
土
を
し
た
後
の

土
地
の
地
表
面
（
崖
面
で
あ
る
も
の
及
び
次
に
掲
げ
る
地
表
面
で
あ
る
も
の
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
講
ず
る
措
置
に
関
す

る
も
の
は
、
当
該
地
表
面
が
雨
水
そ
の
他
の
地
表
水
に
よ
る
侵
食
か
ら
保
護
さ
れ
る
よ
う
、
植
栽
、
芝
張
り
、
板
柵
工
そ

の
他
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
す
る
。



一

第
七
条
第
二
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
措
置
が
講
じ
ら
れ
た
土
地
の
地
表
面

二

道
路
の
路
面
の
部
分
そ
の
他
当
該
措
置
の
必
要
が
な
い
こ
と
が
明
ら
か
な
地
表
面

第
十
二
条
を
第
十
五
条
と
す
る
。

第
十
一
条
中
「
第
八
条
第
一
項
本
文
又
は
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
」
を
「
第
十
二
条
第
一
項
又
は
第
十
六

条
第
一
項
の
許
可
」
に
、
「
第
六
条
の
規
定
に
よ
る
」
を
「
第
八
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
設
置
さ
れ
る
」
に
改

め
、
同
条
を
第
十
三
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
崖
面
崩
壊
防
止
施
設
の
設
置
に
関
す
る
技
術
的
基
準
）

第
十
四
条

法
第
十
三
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
宅
地
造
成
に
関
す
る
工
事
の
技
術
的
基
準
の
う
ち
崖
面
崩
壊
防
止
施
設

の
設
置
に
関
す
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

盛
土
又
は
切
土
（
第
三
条
第
四
号
の
盛
土
及
び
同
条
第
五
号
の
盛
土
又
は
切
土
を
除
く
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同

じ
。
）
を
し
た
土
地
の
部
分
に
生
ず
る
崖
面
に
第
八
条
第
一
項
第
一
号
（
ハ
に
係
る
部
分
を
除
く
。
）
の
規
定
に
よ
り

擁
壁
を
設
置
す
る
こ
と
と
し
た
場
合
に
、
当
該
盛
土
又
は
切
土
を
し
た
後
の
地
盤
の
変
動
、
当
該
地
盤
の
内
部
へ
の
地

下
水
の
浸
入
そ
の
他
の
当
該
擁
壁
が
有
す
る
崖
の
安
定
を
保
つ
機
能
を
損
な
う
も
の
と
し
て
主
務
省
令
で
定
め
る
事
象



が
生
ず
る
お
そ
れ
が
特
に
大
き
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
当
該
擁
壁
に
代
え
て
、
崖
面
崩
壊
防
止
施
設
を
設
置
し
、

こ
れ
ら
の
崖
面
を
覆
う
こ
と
。

二

前
号
の
崖
面
崩
壊
防
止
施
設
は
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

イ

前
号
に
規
定
す
る
事
象
が
生
じ
た
場
合
に
お
い
て
も
崖
面
と
密
着
し
た
状
態
を
保
持
す
る
こ
と
が
で
き
る
構
造
で

あ
る
こ
と
。

ロ

土
圧
等
に
よ
つ
て
損
壊
、
転
倒
、
滑
動
又
は
沈
下
を
し
な
い
構
造
で
あ
る
こ
と
。

ハ

そ
の
裏
面
に
浸
入
す
る
地
下
水
を
有
効
に
排
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
構
造
で
あ
る
こ
と
。

第
十
条
中
「
第
六
条
の
規
定
に
よ
る
」
を
「
第
八
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
設
置
さ
れ
る
」
に
改
め
、
同
条
を
第

十
二
条
と
す
る
。

第
九
条
中
「
第
六
条
の
規
定
に
よ
る
」
を
「
第
八
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
設
置
さ
れ
る
」
に
改
め
、
同
条
を
第

十
一
条
と
す
る
。

第
八
条
中
「
第
六
条
の
規
定
に
よ
る
」
を
「
第
八
条
第
一
項
第
二
号
の
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号
中
「
第
一
条
第
五
項
」

を
「
第
一
条
第
四
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
条
と
す
る
。



第
七
条
第
一
項
中
「
前
条
の
規
定
に
よ
る
」
を
「
前
条
第
一
項
第
二
号
の
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
以
下
」
の
下
に

「
こ
の
条
及
び
第
十
四
条
第
二
号
ロ
に
お
い
て
」
を
加
え
、
同
条
を
第
九
条
と
す
る
。

第
六
条
第
一
項
中
「
第
九
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
」
を
「
第
十
三
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
宅
地
造
成
に
関
す
る

工
事
の
」
に
、
「
次
の
と
お
り
」
を
「
次
に
掲
げ
る
も
の
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
切
土
又
は
盛
土
」
を
「
盛
土
又
は

切
土
」
に
改
め
、
「
第
三
条
第
四
号
」
の
下
に
「
の
盛
土
及
び
同
条
第
五
号
」
を
加
え
、
同
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ハ

第
十
四
条
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
崖
面
崩
壊
防
止
施
設
が
設
置
さ
れ
た
崖
面

第
六
条
を
第
八
条
と
す
る
。

第
五
条
中
「
第
九
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
」
を
「
第
十
三
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
宅
地
造
成
に
関
す
る
工
事

の
」
に
、
「
次
の
と
お
り
」
を
「
次
に
掲
げ
る
も
の
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号
及
び
第
二
号
を
削
り
、
同
条
第
三
号
中
「
生

じ
な
い
よ
う
に
、
お
お
む
ね
三
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
下
の
厚
さ
の
層
に
分
け
て
土
を
盛
り
、
か
つ
、
そ
の
層
の
土
を
盛
る

ご
と
に
、
こ
れ
を
ロ
ー
ラ
ー
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
建
設
機
械
を
用
い
て
締
め
固
め
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
地
滑
り

抑
止
ぐ
い
等
の
設
置
そ
の
他
の
」
を
「
生
じ
な
い
よ
う
、
次
に
掲
げ
る
」
に
改
め
、
同
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

イ

お
お
む
ね
三
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
下
の
厚
さ
の
層
に
分
け
て
土
を
盛
り
、
か
つ
、
そ
の
層
の
土
を
盛
る
ご
と



に
、
こ
れ
を
ロ
ー
ラ
ー
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
建
設
機
械
を
用
い
て
締
め
固
め
る
こ
と
。

ロ

盛
土
の
内
部
に
浸
透
し
た
地
表
水
等
を
速
や
か
に
排
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
砂
利
そ
の
他
の
資
材
を
用
い

て
透
水
層
を
設
け
る
こ
と
。

ハ

イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
必
要
に
応
じ
て
地
滑
り
抑
止
ぐ
い
又
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
ア
ン
カ
ー
そ
の
他
の
土

留
（
以
下
「
地
滑
り
抑
止
ぐ
い
等
」
と
い
う
。
）
の
設
置
そ
の
他
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

第
五
条
第
三
号
を
同
条
第
一
号
と
し
、
同
条
第
四
号
中
「
な
ら
な
い
よ
う
に
」
を
「
な
ら
な
い
よ
う
、
」
に
改
め
、
同
号

を
同
条
第
二
号
と
し
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
法
第
十
三
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
宅
地
造
成
に
関
す
る
工
事
の
技
術
的
基
準
の
う

ち
盛
土
又
は
切
土
を
し
た
後
の
地
盤
に
つ
い
て
講
ず
る
措
置
に
関
す
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

盛
土
又
は
切
土
（
第
三
条
第
四
号
の
盛
土
及
び
同
条
第
五
号
の
盛
土
又
は
切
土
を
除
く
。
）
を
し
た
後
の
土
地
の
部

分
に
生
じ
た
崖
の
上
端
に
続
く
当
該
土
地
の
地
盤
面
に
は
、
特
別
の
事
情
が
な
い
限
り
、
そ
の
崖
の
反
対
方
向
に
雨
水

そ
の
他
の
地
表
水
が
流
れ
る
よ
う
、
勾
配
を
付
す
る
こ
と
。

二

山
間
部
に
お
け
る
河
川
の
流
水
が
継
続
し
て
存
す
る
土
地
そ
の
他
の
宅
地
造
成
に
伴
い
災
害
が
生
ず
る
お
そ
れ
が
特



に
大
き
い
も
の
と
し
て
主
務
省
令
で
定
め
る
土
地
に
お
い
て
高
さ
が
十
五
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
盛
土
を
す
る
場
合
に
お

い
て
は
、
盛
土
を
し
た
後
の
土
地
の
地
盤
に
つ
い
て
、
土
質
試
験
そ
の
他
の
調
査
又
は
試
験
に
基
づ
く
地
盤
の
安
定
計

算
を
行
う
こ
と
に
よ
り
そ
の
安
定
が
保
持
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
か
め
る
こ
と
。

三

切
土
を
し
た
後
の
地
盤
に
滑
り
や
す
い
土
質
の
層
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
地
盤
に
滑
り
が
生
じ
な
い
よ
う
、
地
滑
り

抑
止
ぐ
い
等
の
設
置
、
土
の
置
換
え
そ
の
他
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

第
五
条
を
第
七
条
と
す
る
。

第
四
条
中
「
第
九
条
第
一
項
（
法
第
十
二
条
第
三
項
」
を
「
第
十
三
条
第
一
項
（
法
第
十
六
条
第
三
項
」
に
、
「
擁
壁
」

を
「
擁
壁
、
崖
面
崩
壊
防
止
施
設
（
崖
面
の
崩
壊
を
防
止
す
る
た
め
の
施
設
（
擁
壁
を
除
く
。
）
で
、
崖
面
を
覆
う
こ
と
に

よ
り
崖
の
安
定
を
保
つ
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
て
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
」
に
、
「
及
び
」

を
「
若
し
く
は
」
に
、
「
並
び
に
」
を
「
又
は
」
に
改
め
、
同
条
を
第
六
条
と
し
、
第
二
章
中
同
条
の
前
に
次
の
一
条
を
加

え
る
。

（
宅
地
造
成
等
に
伴
う
災
害
の
発
生
の
お
そ
れ
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
工
事
等
）

第
五
条

法
第
十
二
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
政
令
で
定
め
る
工
事
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。



一

鉱
山
保
安
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
七
十
号
）
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
た
者
が
行
う
当
該
届

出
に
係
る
工
事
又
は
同
法
第
三
十
六
条
、
第
三
十
七
条
、
第
三
十
九
条
第
一
項
若
し
く
は
第
四
十
八
条
第
一
項
若
し
く

は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
産
業
保
安
監
督
部
長
若
し
く
は
鉱
務
監
督
官
の
命
令
を
受
け
た
者
が
行
う
当
該
命
令
の
実
施

に
係
る
工
事

二

鉱
業
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
八
十
九
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
、
又
は
同
条
第

二
項
（
同
法
第
八
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
若
し
く
は
同
法
第
六
十
三
条
の
二
第
一
項
若
し
く
は

第
二
項
の
規
定
に
よ
る
認
可
を
受
け
た
者
（
同
法
第
六
十
三
条
の
三
の
規
定
に
よ
り
同
法
第
六
十
三
条
の
二
第
一
項
又

は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
施
業
案
の
認
可
を
受
け
た
と
み
な
さ
れ
た
者
を
含
む
。
）
が
行
う
当
該
届
出
又
は
認
可
に
係

る
施
業
案
の
実
施
に
係
る
工
事

三

採
石
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
九
十
一
号
）
第
三
十
三
条
若
し
く
は
第
三
十
三
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
認
可
を
受
け
た
者
が
行
う
当
該
認
可
に
係
る
工
事
又
は
同
法
第
三
十
三
条
の
十
三
若
し
く
は
第
三
十
三
条
の
十
七
の

規
定
に
よ
る
命
令
を
受
け
た
者
が
行
う
当
該
命
令
の
実
施
に
係
る
工
事

四

砂
利
採
取
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
七
十
四
号
）
第
十
六
条
若
し
く
は
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
可
を



受
け
た
者
が
行
う
当
該
認
可
に
係
る
工
事
又
は
同
法
第
二
十
三
条
の
規
定
に
よ
る
都
道
府
県
知
事
若
し
く
は
河
川
管
理

者
の
命
令
を
受
け
た
者
が
行
う
当
該
命
令
の
実
施
に
係
る
工
事

五

前
各
号
に
掲
げ
る
工
事
と
同
等
以
上
に
宅
地
造
成
等
に
伴
う
災
害
の
発
生
の
お
そ
れ
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
工
事
と

し
て
主
務
省
令
で
定
め
る
も
の

２

法
第
十
二
条
第
二
項
第
四
号
（
法
第
十
六
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
政
令
で
定
め
る
事
業

は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

土
地
区
画
整
理
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
九
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
土
地
区
画
整
理
事
業

二

土
地
収
用
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号
）
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
告
示
（
他
の
法
律
の
規

定
に
よ
る
告
示
又
は
公
告
で
同
項
の
規
定
に
よ
る
告
示
と
み
な
さ
れ
る
も
の
を
含
む
。
）
に
係
る
事
業

三

都
市
再
開
発
法
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
三
十
八
号
）
第
二
条
第
一
号
に
規
定
す
る
第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業

四

大
都
市
地
域
に
お
け
る
住
宅
及
び
住
宅
地
の
供
給
の
促
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
昭
和
五
十
年
法
律
第
六
十
七

号
）
第
二
条
第
四
号
に
規
定
す
る
住
宅
街
区
整
備
事
業

五

密
集
市
街
地
に
お
け
る
防
災
街
区
の
整
備
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
九
年
法
律
第
四
十
九
号
）
第
二
条
第
五
号



に
規
定
す
る
防
災
街
区
整
備
事
業

六

所
有
者
不
明
土
地
の
利
用
の
円
滑
化
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
三
十
年
法
律
第
四
十
九
号
）
第
二
条
第
三
項

に
規
定
す
る
地
域
福
利
増
進
事
業
の
う
ち
同
法
第
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
使
用
権
設
定
土
地
に
お
い
て
行
う
も
の

第
二
章
の
章
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
二
章

宅
地
造
成
等
工
事
規
制
区
域
内
に
お
け
る
宅
地
造
成
等
に
関
す
る
工
事
の
規
制

第
一
章
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
土
石
の
堆
積
）

第
四
条

法
第
二
条
第
四
号
の
政
令
で
定
め
る
土
石
の
堆
積
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

高
さ
が
二
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
土
石
の
堆
積

二

前
号
に
該
当
し
な
い
土
石
の
堆
積
で
あ
つ
て
、
当
該
土
石
の
堆
積
を
行
う
土
地
の
面
積
が
五
百
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超

え
る
も
の

別
表
第
一
中
「
第
六
条
」
を
「
第
八
条
、
第
三
十
条
」
に
改
め
る
。

別
表
第
二
及
び
別
表
第
三
中
「
第
七
条
、
第
十
九
条
」
を
「
第
九
条
、
第
三
十
条
、
第
三
十
五
条
」
に
改
め
る
。



別
表
第
四
中
「
第
八
条
」
を
「
第
十
条
、
第
三
十
条
」
に
改
め
る
。

（
建
築
基
準
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
二
条

建
築
基
準
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
三
百
三
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
九
条
第
九
号
中
「
宅
地
造
成
等
規
制
法
」
を
「
宅
地
造
成
及
び
特
定
盛
土
等
規
制
法
」
に
、
「
第
八
条
第
一
項
及
び
第

十
二
条
第
一
項
」
を
「
第
十
二
条
第
一
項
、
第
十
六
条
第
一
項
、
第
三
十
条
第
一
項
及
び
第
三
十
五
条
第
一
項
」
に
改
め

る
。

（
建
設
業
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
三
条

建
設
業
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
一
年
政
令
第
二
百
七
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
の
二
第
二
号
中
「
宅
地
造
成
等
規
制
法
」
を
「
宅
地
造
成
及
び
特
定
盛
土
等
規
制
法
」
に
、
「
第
十
四
条
第
二

項
、
第
三
項
又
は
第
四
項
前
段
」
を
「
第
二
十
条
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
又
は
第
三
十
九
条
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
」

に
、
「
第
二
十
六
条
」
を
「
第
五
十
五
条
第
一
項
（
第
四
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
」
に
改
め
る
。

第
七
条
の
三
第
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二

宅
地
造
成
及
び
特
定
盛
土
等
規
制
法
第
十
三
条
（
同
法
第
十
六
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、



第
二
十
条
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
、
第
三
十
一
条
（
同
法
第
三
十
五
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。
）
及
び
第
三
十
九
条
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で

（
宅
地
建
物
取
引
業
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
四
条

宅
地
建
物
取
引
業
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
九
年
政
令
第
三
百
八
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
の
五
第
二
十
三
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二
十
三

宅
地
造
成
及
び
特
定
盛
土
等
規
制
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
百
九
十
一
号
）
第
十
二
条
第
一
項
、
第
十
六
条

第
一
項
、
第
三
十
条
第
一
項
及
び
第
三
十
五
条
第
一
項
の
許
可

第
三
条
第
一
項
第
二
十
七
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二
十
七

宅
地
造
成
及
び
特
定
盛
土
等
規
制
法
第
十
二
条
第
一
項
、
第
十
六
条
第
一
項
、
第
二
十
七
条
第
一
項
、
第
二
十

八
条
第
一
項
、
第
三
十
条
第
一
項
及
び
第
三
十
五
条
第
一
項

（
地
方
住
宅
供
給
公
社
法
施
行
令
等
の
一
部
改
正
）

第
五
条

次
に
掲
げ
る
政
令
の
規
定
中
「
宅
地
造
成
等
規
制
法
」
を
「
宅
地
造
成
及
び
特
定
盛
土
等
規
制
法
」
に
、
「
第
十
一

条
（
同
法
第
十
二
条
第
三
項
」
を
「
第
十
五
条
第
一
項
（
同
法
第
十
六
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及



び
第
三
十
四
条
第
一
項
（
同
法
第
三
十
五
条
第
三
項
」
に
改
め
る
。

一

地
方
住
宅
供
給
公
社
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
年
政
令
第
百
九
十
八
号
）
第
二
条
第
一
項
第
六
号

二

公
有
地
の
拡
大
の
推
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
四
十
七
年
政
令
第
二
百
八
十
四
号
）
第
九
条
第
一
項
第
三
号

三

国
立
大
学
法
人
法
施
行
令
（
平
成
十
五
年
政
令
第
四
百
七
十
八
号
）
第
二
十
五
条
第
一
項
第
二
十
号

四

独
立
行
政
法
人
国
立
高
等
専
門
学
校
機
構
法
施
行
令
（
平
成
十
五
年
政
令
第
四
百
七
十
九
号
）
第
二
条
第
一
項
第
九
号

五

独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
法
施
行
令
（
平
成
十
六
年
政
令
第
百
六
十
号
）
第
三
十
四
条
第
一
項
第
七
号

（
沖
縄
振
興
開
発
金
融
公
庫
法
施
行
令
及
び
独
立
行
政
法
人
住
宅
金
融
支
援
機
構
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
六
条

次
に
掲
げ
る
政
令
の
規
定
中
「
宅
地
造
成
等
規
制
法
」
を
「
宅
地
造
成
及
び
特
定
盛
土
等
規
制
法
」
に
、
「
第
十
六

条
第
二
項
、
第
十
七
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
、
第
二
十
一
条
第
二
項
又
は
第
二
十
二
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
」
を

「
第
二
十
二
条
第
二
項
、
第
二
十
三
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
、
第
四
十
一
条
第
二
項
、
第
四
十
二
条
第
一
項
若
し
く
は

第
二
項
、
第
四
十
六
条
第
二
項
又
は
第
四
十
七
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
」
に
改
め
る
。

一

沖
縄
振
興
開
発
金
融
公
庫
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
七
年
政
令
第
百
八
十
六
号
）
第
一
条
の
三
第
一
項
第
六
号
ロ

二

独
立
行
政
法
人
住
宅
金
融
支
援
機
構
法
施
行
令
（
平
成
十
九
年
政
令
第
三
十
号
）
第
三
条
第
二
号



（
日
本
下
水
道
事
業
団
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
七
条

日
本
下
水
道
事
業
団
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
七
年
政
令
第
二
百
八
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
条
第
一
項
中
「
第
六
号
ま
で
、
第
十
二
号
、
第
十
七
号
及
び
第
十
九
号
」
を
「
第
七
号
ま
で
、
第
十
三
号
、
第
十
八

号
及
び
第
二
十
号
」
に
改
め
、
第
二
十
七
号
を
第
二
十
八
号
と
し
、
第
六
号
か
ら
第
二
十
六
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下

げ
、
第
五
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

六

宅
地
造
成
及
び
特
定
盛
土
等
規
制
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
百
九
十
一
号
）
第
十
五
条
第
一
項
（
同
法
第
十
六
条

第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
第
三
十
四
条
第
一
項
（
同
法
第
三
十
五
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。
）

（
ゴ
ル
フ
場
等
に
係
る
会
員
契
約
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
八
条

ゴ
ル
フ
場
等
に
係
る
会
員
契
約
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
五
年
政
令
第
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
五
号
中
「
宅
地
造
成
等
規
制
法
」
を
「
宅
地
造
成
及
び
特
定
盛
土
等
規
制
法
」
に
、
「
第
八
条
第
一
項
本
文
」

を
「
第
十
二
条
第
一
項
及
び
第
三
十
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。



（
不
動
産
特
定
共
同
事
業
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
九
条

不
動
産
特
定
共
同
事
業
法
施
行
令
（
平
成
六
年
政
令
第
四
百
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
条
第
二
十
三
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二
十
三

宅
地
造
成
及
び
特
定
盛
土
等
規
制
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
百
九
十
一
号
）
第
十
二
条
第
一
項
、
第
十
六
条

第
一
項
、
第
三
十
条
第
一
項
及
び
第
三
十
五
条
第
一
項
の
許
可

（
国
土
交
通
省
組
織
令
及
び
公
益
通
報
者
保
護
法
別
表
第
八
号
の
法
律
を
定
め
る
政
令
の
一
部
改
正
）

第
十
条

次
に
掲
げ
る
政
令
の
規
定
中
「
宅
地
造
成
等
規
制
法
」
を
「
宅
地
造
成
及
び
特
定
盛
土
等
規
制
法
」
に
改
め
る
。

一

国
土
交
通
省
組
織
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
五
十
五
号
）
第
七
条
第
五
号
及
び
第
八
十
五
条
第
六
号

二

公
益
通
報
者
保
護
法
別
表
第
八
号
の
法
律
を
定
め
る
政
令
（
平
成
十
七
年
政
令
第
百
四
十
六
号
）
第
百
八
十
三
号

（
独
立
行
政
法
人
鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備
支
援
機
構
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
十
一
条

独
立
行
政
法
人
鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備
支
援
機
構
法
施
行
令
（
平
成
十
五
年
政
令
第
二
百
九
十
三
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
八
条
第
一
項
中
第
三
十
二
号
を
第
三
十
三
号
と
し
、
第
六
号
か
ら
第
三
十
一
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第



五
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

六

宅
地
造
成
及
び
特
定
盛
土
等
規
制
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
百
九
十
一
号
）
第
十
五
条
第
一
項
（
同
法
第
十
六
条

第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
第
三
十
四
条
第
一
項
（
同
法
第
三
十
五
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。
）

（
独
立
行
政
法
人
水
資
源
機
構
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
十
二
条

独
立
行
政
法
人
水
資
源
機
構
法
施
行
令
（
平
成
十
五
年
政
令
第
三
百
二
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

五
十
六
条
第
一
項
中
第
三
十
三
号
を
第
三
十
四
号
と
し
、
第
六
号
か
ら
第
三
十
二
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第

五
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

六

宅
地
造
成
及
び
特
定
盛
土
等
規
制
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
百
九
十
一
号
）
第
十
五
条
第
一
項
（
同
法
第
十
六
条

第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
第
三
十
四
条
第
一
項
（
同
法
第
三
十
五
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。
）

（
国
立
研
究
開
発
法
人
森
林
研
究
・
整
備
機
構
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）



第
十
三
条

国
立
研
究
開
発
法
人
森
林
研
究
・
整
備
機
構
法
施
行
令
（
平
成
二
十
七
年
政
令
第
四
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
十
四
条
第
一
項
中
第
十
一
号
を
第
十
二
号
と
し
、
第
四
号
か
ら
第
十
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
三
号
の
次
に

次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

宅
地
造
成
及
び
特
定
盛
土
等
規
制
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
百
九
十
一
号
）
第
十
五
条
第
一
項
（
同
法
第
十
六
条

第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
第
三
十
四
条
第
一
項
（
同
法
第
三
十
五
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。
）

（
社
会
資
本
整
備
審
議
会
令
の
一
部
改
正
）

第
十
四
条

社
会
資
本
整
備
審
議
会
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
九
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
第
一
項
の
表
都
市
計
画
・
歴
史
的
風
土
分
科
会
の
項
中
「
都
市
計
画
法
」
を
「
宅
地
造
成
及
び
特
定
盛
土
等
規
制

法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
百
九
十
一
号
）
、
都
市
計
画
法
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）



１

こ
の
政
令
は
、
宅
地
造
成
等
規
制
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
令
和
五
年
五
月
二
十
六
日
）
か
ら
施
行
す

る
。

（
都
市
再
生
特
別
措
置
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

２

都
市
再
生
特
別
措
置
法
施
行
令
（
平
成
十
四
年
政
令
第
百
九
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
二
条
第
一
項
中
「
宅
地
造
成
等
規
制
法
施
行
令
」
を
「
宅
地
造
成
及
び
特
定
盛
土
等
規
制
法
施
行
令
」
に
、
「
第

十
五
条
及
び
第
二
十
二
条
」
を
「
第
二
十
条
及
び
第
三
十
九
条
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
宅
地
造
成
等
規
制
法
施
行
令

第
十
五
条
」
を
「
宅
地
造
成
及
び
特
定
盛
土
等
規
制
法
施
行
令
第
二
十
条
」
に
改
め
る
。



理

由

宅
地
造
成
等
規
制
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
宅
地
造
成
、
特
定
盛
土
等
及
び
土
石
の
堆
積
に
関
す
る
工

事
の
技
術
的
基
準
を
定
め
る
等
宅
地
造
成
等
規
制
法
施
行
令
そ
の
他
の
関
係
政
令
の
規
定
の
整
備
を
行
う
必
要
が
あ
る
か
ら
で

あ
る
。


